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重厚感ある澤柳記念講堂 ～東京にも拡がる信州カラマツ～

成城学園澤柳記念講堂（東京都世田谷区）では、信州カラマツをふんだんに使った、内装木質化のリノベーション
工事が行われ、平成27年3月に完成しました。信州カラマツの持つ色・質感が、この講堂に素晴らしい重厚感を与えて
います。（木材総使用量：39立方メートル／CO2固定量：31.5t･CO2）
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トピックス

第
67
回
全
国
植
樹
祭
の
記
念
式
典
に�

参
加
す
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

長
野
県
で
52
年
振
り
の
開
催
と
な
る
、
第
67
回
全
国
植
樹
祭
の
記
念
式
典
へ
の
参
加

者
の
募
集
が
始
ま
り
ま
し
た
。
幅
広
い
世
代
の
参
加
に
よ
り
開
催
で
き
る
よ
う
募
集
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

開
催
概
要

❖
開
催
日　

平
成
28
年
６
月
５
日（
日
）

❖
内　

容

〇
会
場

・�

記
念
式
典
会
場　

長
野
市
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
記
念
ア
リ
ー
ナ�

エ
ム
ウ
ェ
ー
ブ

・�

記
念
植
樹
会
場　

長
野
市
茶
臼
山
自

然
植
物
園
、
松
本
市
ア
ル
プ
ス
公

園
、
上
田
市
自
然
運
動
公
園

〇
行
事
内
容

・�

記
念
式
典　

天
皇
・
皇
后
両
陛
下
に
よ
る
お
手
植
え
・
お
手
播
き
な
ど

・
記
念
植
樹　

参
加
者
に
よ
る
苗
木
の
植
樹

〇
そ
の
他

・�

お
も
て
な
し
広
場　

記
念
式
典
会
場
で
は
湯
茶
の
提
供
、
森
林
・
林
業
関
係
の
展

示
、
特
産
品
の
販
売
等
を
実
施

募
集
概
要

❖
募
集
人
数　

１
，
０
０
０
名　
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

❖
募
集
期
間　

平
成
27
年
11
月
30
日（
月
）ま
で　
（
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
）

❖
応　
　

募

〇
資
格　

�

長
野
県
内
に
お
住
ま
い
で
満
６
歳（
小
学
１
年
生
）以
上
の
方（
平
成
28
年

４
月
１
日
現
在
）

〇
「
応
募
ガ
イ
ド
」（
応
募
用
紙
）の
配
布
先

�

市
町
村
役
場
、
県
の
地
方
事
務
所
林
務
課
、
最
寄
り
の
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン（
一
定
部
数
）

第
67
回
全
国
植
樹
祭
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://zensyoku-nagano.com/accept/625-2

〇
電
子
申
請
に
よ
る
応
募

・
な
が
の
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス　

※
応
募
用
紙
は
不
要

�
http://www.shinsei.elg-front.jp/nagano/navi/govTop.do?govCode=20000

〇
応
募
用
紙
に
よ
る
応
募　

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

・
応
募
用
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

zenshoku-obo@
pref.nagano.lg.jp

・�

郵
送　

�

〒
３
８
０
－
８
５
７
０
（
住
所
記
載
不
要
）
第
67
回
全
国
植
樹
祭
長
野
県

実
行
委
員
会
事
務
局

・
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
６
－
２
３
４
－
０
３
３
０

・
持
参　

長
野
県
庁
西
庁
舎
２
階
全
国
植
樹
祭
推
進
室

〇
応
募
に
お
け
る
注
意
事
項

・
応
募
は
１
名
に
つ
き
１
回
限
り
で
す
。

・�

応
募
後
、
応
募
の
取
消
や
住
所
変
更
は
で
き
ま
す
が
、
応
募
者
の
変
更
は
で
き
ま

せ
ん
。

・�

当
日
は
指
定
時
刻
ま
で
に
こ
ち
ら
で
指
定
す
る
集
合
地
（
指
定
集
合
地
）
に
集
合

し
、
バ
ス
に
よ
り
会
場
を
往
復
し
ま
す
。

　
　
　
　

 

※
指
定
集
合
地
ま
で
は
自
家
用
車
等
で
来
場
で
き
ま
す
。

・�

指
定
集
合
地
は
県
下
10
広
域
に
そ
れ
ぞ
れ
１
か
所
以
上
、
計
20
か
所
以
上
設
定
し

ま
す
。

・�

地
域
に
よ
っ
て
は
集
合
の
指
定
時
刻
が
午
前
５
時
30
分
頃
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

・
指
定
集
合
地
は
、
参
加
者
の
住
所
に
基
づ
き
指
定
し
ま
す
。

　
　
　
　

 

※
個
別
の
ご
要
望
に
は
お
応
え
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

・�

記
念
式
典
中
は
行
動
に
多
く
の
制
約
が
あ
り
ま
す
の
で
、
小
学
校
低
学
年
の
児
童

や
体
力
に
不
安
の
あ
る
方
は
、
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

・
事
実
（
氏
名
、
住
所
、
連
絡
先
等
）
を
偽
っ
て
の
応
募
は
無
効
と
し
ま
す
。

〇
応
募
に
あ
た
っ
て

・�
当
日
の
注
意
事
項
等
に
つ
い
て
は
「
応
募
ガ
イ
ド
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

❖
参
加
費　

無
料

❖
参
加
特
典　

県
産
食
材
を
盛
り
込
ん
だ
大
会
弁
当
と
大
会
記
念
品
の
進
呈

�

【
全
国
植
樹
祭
推
進
室
】

「
応
募
ガ
イ
ド
」
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トピックス

第
五
十
五
回
治
山
研
究
発
表
会
に
参
加
し
ま
し
た�

～
長
野
県
関
係
の
発
表
二
題
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
～

平
成
二
十
七
年
九
月
十
六
日
～
十
七
日
に
、
東
京
都
渋
谷
区
に
お
い
て
、
第
五
十
五

回
治
山
研
究
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
発
表
会
は
、
治
山
事
業
に
携
わ
る
者

の
技
術
力
向
上
を
図
る
た
め
、
日
本
全
国
の
治
山
技
術
者
が
集
ま
り
、
日
頃
の
取
り
組

み
、
研
究
の
成
果
な
ど
を
発
表
す
る
も
の
で
、
今
回
は
５
８
０
名
が
参
加
し
、
五
十
の

課
題
が
四
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
分
か
れ
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

長
野
県
関
係
で
は
、
三
題
の
発
表
が
あ
り（
下
表
参
照
）、
そ
れ
ぞ
れ
、
最
新
の
技
術

を
活
用
し
た
、
効
果
的
、
効
率
的
な
治
山
事
業
の
実
施
に
つ
な
が
る
、
内
容
の
濃
い
発

表
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
松
本
地
方
事
務
所
林
務
課
の
高
木
さ
ん
、
百
瀬
さ
ん
の
発
表
と
、
諏
訪

地
方
事
務
所
林
務
課
の
正
条
さ
ん
、
増
井
さ
ん
の
発
表
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
セ
ク
シ
ョ
ン

で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
！　

最
優
秀
賞
の
受
賞
は
、
昨
年
に
引
き
続
い
て
の
こ

と
で
あ
り
、
長
野
県
の
治
山
技
術
力
の
高
さ
を
今
年
も
証
明
で
き
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

今
後
は
、
こ
れ
ら
の
発
表
内
容
を
活
か
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
で
一
層
成
果
を
だ

し
て
い
く
だ
け
で
な
く
、
県
下
に
、
優
れ
た
治
山
技
術
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。�

【
森
林
づ
く
り
推
進
課
】

発表内容 発表者

野俣沢における治山事業による流域対策について
【最優秀賞（第１セクション）】

東筑摩郡朝日村の野俣沢流域は、脆弱な地質と急峻な地形により、主に
上流域で山腹崩壊や渓岸侵食等の荒廃が顕著であり、近年の豪雨により荒
廃がさらに進行している。

このため、現地踏査や航空レーザ測量等により、流域内の土砂移動の状
況を把握したほか、既存の治山施設の効果を検証し、治山事業計画に活か
した。

松本地方事務所林務課
高木麻衣子
百瀬直孝

航空レーザ測量による地形図を活用した境界明確化と森林整備の推進
【最優秀賞（第３セクション）】

これまでの境界明確化の作業においては、森林計画図、構図、航空写真
などを用いてきたが、尾根・谷などで単純に区分されない場合、特定でき
ないことが多い。

このため、航空レーザ測量結果から、地形を詳細かつ立体的に把握でき
る微地形表現図を作成し、GIS上で公図と重ね合わせることで、境界明確
化を効率的に進める方法を検討した。

諏訪地方事務所林務課
正条直太
増井僚

長野県南木曽町で発生した土石流と治山事業計画について

木曽郡南木曽町内において、平成26年7月9日の豪雨により、多くの
渓流で土石流が発生していたことが現地調査の結果判明した。

このため、現地踏査結果により民有林内の５渓流で治山事業計画を策定
したが、さらに客観的な事業計画とするため、航空レーザ測量データを活
用して、荒廃発生形態を考慮した優先度判定方法等を検討した。

木曽地方事務所林務課
下坂周示
林業総合センター
戸田堅一郎
朝日航洋㈱
世古口竜一 下坂周示さん

正条直太さん

高木麻衣子さん

長野県関係の発表一覧
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山林火災の復旧に向けた取組

岡
谷
市
川
岸
地
区
に
お
け
る�

�

山
林
火
災
の
復
旧
に
向
け
た
取
組�

　
　
　   
～
新
倉
山
復
旧
協
議
会
の
設
立
～

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
正
午
に
発
生
し
た
岡
谷
市
川
岸
地
区
の
山
林

火
災
は
、
森
林
、
農
地
及
び
墓
地
等
の
約
四
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
延
焼
し
、
大

き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

そ
の
内
、
約
四
十
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
延
焼
し
た
民
有
林
は
集
落
上
部
に
位
置

す
る
里
山
で
、
ア
カ
マ
ツ
、
カ
ラ
マ
ツ
を
中
心
と
し
た
人
工
林
が
多
く
、
ま
た
、

昔
か
ら
地
域
住
民
で
整
備
を
行
い
大
事
に
管
理
し
て
き
た
マ
ツ
タ
ケ
山
も
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
早
期
の
復
旧
を
望
む
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

協
議
会
設
立
の
提
案

山
林
火
災
の
被
害
を
受
け
た
森
林
の
多
く
は
、
地
元
の
林
野
組
合
や
区
、
個

人
が
所
有
し
て
お
り
、
各
々
で
の
復
旧
は
時
間
と
労
力
を
要
し
困
難
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
岡
谷
市
と
諏
訪
地
方
事
務
所
林
務
課
で
は
、
復
旧
に
向
け
た
協
議
会

等
を
組
織
し
、
効
率
的
か
つ
早
急
に
復
旧
し
て
い
く
こ
と
と
し
、
県
林
業
総
合

セ
ン
タ
ー
等
の
協
力
を
得
て
、
森
林
の
被
害
状
況
を
把
握
し
、
平
成
二
十
七
年

四
月
中
旬
に
森
林
所
有
者
等
に
対
し
て
第
一
回
目
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

説
明
会
で
は
出
席
者
約
五
十
名
に
対
し
て
被
害
状
況
等
を
報
告
す
る
と
と
も

に
、
森
林
の
機
能
回
復
に
向
け
た
治
山
事
業
及
び
造
林
補
助
事
業
に
つ
い
て
説

明
を
行
い
、
事
業
を
効
率
的
に
展
開
す
る
た
め
の
協
議
会
の
設
立
や
森
林
経
営

計
画
の
樹
立
を
提
案
し
ま
し
た
。

岡谷市川岸地区山林火災　　被害エリア図

Ｂ地区

Ａ地区

Ｃ地区

説明会の様子

被災した森林の状況

被害面積：�45.34ha
うち森林：�44.23ha
うち農地：� 1.07ha
うち墓地：� 0.04ha
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山林火災の復旧に向けた取組

事
業
の
導
入
に
つ
い
て

六
月
下
旬
に
は
第
二
回
目
の
説
明
会
を
開
催
し
、「
延
焼
区
域
の
全
面
伐
採

に
よ
る
復
旧
」
及
び
協
議
会
を
設
立
す
る
た
め
に
活
動
す
る
こ
と
の
同
意
を
得

た
た
め
、
協
議
会
の
設
立
に
向
け
規
約
等
を
整
備
す
る
作
業
に
入
り
ま
し
た
。

ま
た
、
協
議
会
を
設
立
す
る
準
備
と
並
行
し
、
復
旧
の
た
め
に
導
入
す
る
事

業
に
つ
い
て
被
害
箇
所
を
大
き
く
三
区
域（
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
地
区
）に
区
分
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
区
域
ご
と
に
、
導
入
す
る
事
業
を
検
討
す
る
事
と
し
ま
し
た
。

な
お
、
造
林
補
助
事
業
を
導
入
す
る
場
合
は
所
有
者
負
担
が
生
じ
る
可
能
性

が
あ
る
た
め
、
岡
谷
市
で
の
森
林
整
備
の
実
績
が
多
い
林
業
事
業
体
四
者
に
、

現
地
を
確
認
の
う
え
、
事
業
提
案（
見
積
）を
提
出
し
て
も
ら
う
事
と
し
ま
し
た
。

復
旧
に
向
け
て

被
災
箇
所
の
地
形
・
地
質
等
及
び
林
業
事
業
体
か
ら
の
事
業
提
案
を
検
討
し

た
結
果
、
Ａ
地
区
に
つ
い
て
は
地
形
が
急
峻
で
下
方
民
家
や
道
路
が
近
接
し
て

お
り
、
今
後
の
土
砂
流
出
等
を
未
然
に
防
止
し
て
い
く
必
要
性
が
高
い
こ
と
か

ら
、
治
山
事
業
に
よ
る
復
旧
を
提
案
し
て
い
く
事
と
し
ま
し
た
。

一
方
、
Ｂ
及
び
Ｃ
地
区
に
つ
い
て
は
、
下
方
道
路
の
軽
微
な
改
修
や
下
方
集

落
内
に
土
場
を
設
け
る
な
ど
い
く
つ
か
の
条
件
は
あ
る
も
の
の
、
未
被
害
地
の

搬
出
間
伐
と
一
体
的
に
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
所
有
者
負
担
は
生
じ
な
い
と

の
見
積
も
り
結
果
で
あ
っ
た
た
め
、
被
害
木
を
有
効
に
利
用
で
き
る
造
林
補
助

事
業
を
提
案（
一
部
の
区
域
は
治
山
事
業
を
提
案
）す
る
事
と
し
ま
し
た
。

新
倉
山
復
旧
協
議
会
の
設
立
と
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

八
月
下
旬
に
開
催
し
た
第
三
回
目
の
説
明
会
に
お
い
て
、
森
林
所
有
者
の

方
々
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
新
倉
林
野
組
合
の
堀
川
組
合
長
を
会
長
と
す
る

「
新
倉
山
復
旧
協
議
会
」
が
設
立
し
ま
し
た
。

九
月
に
入
り
、
森
林
経
営
計
画
樹
立
に
向
け
た
森
林
所
有
者
と
の
合
意
形
成

活
動
や
、
エ
リ
ア
ご
と
の
導
入
事
業
の
決
定
に
つ
い
て
、
集
落
単
位
で
説
明
会

を
開
催
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
焼
失
し
た
エ
リ
ア
で
は
、
現
在
ツ
チ
ク
ラ
ゲ
が
発
生
し
始
め
て
お
り
、

復
旧
に
つ
い
て
は
ま
だ
ま
だ
課
題
は
多
く
あ
り
ま
す
が
、
川
岸
地
区
の
山
林
が

早
期
に
元
の
姿
に
戻
る
よ
う
、
岡
谷
市
及
び
諏
訪
地
方
事
務
所
に
お
い
て
全
面

的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

�

【
岡
谷
市
・
諏
訪
地
方
事
務
所
林
務
課
】

林業総合センターによるツチクラゲ調査の状況
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県
庁
特
別
応
接
室
の
内
装
木
質
化 

～
木
の
温
も
り
が
感
じ
ら
れ
る
お
し
ゃ
れ
な
空
間
～

国
内
外
の
来
賓
を
お
迎
え
す
る
県
庁
の
特
別
応
接
室
の
内
装
木
質
化
を
、
経
験

豊
富
な
パ
ワ
ー
プ
レ
イ
ス
㈱（
東
京
都
中
央
区
）の
「
若
杉
浩
一
」
氏
が
デ
ザ
イ
ン

し
ま
し
た
。
短
い
工
期
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
年（
平
成
二
十
七
年
）の
三
月
に
完

成
し
ま
し
た
。

床
に
は
落
ち
着
い
た
茶
系
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
タ
イ
ル
を
ベ
ー
ス
に
、
北
側
及
び
東

側
に
県
産
材
ひ
の
き
の
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
を

ア
ク
セ
ン
ト
に
使
用
し
て
い
ま
す
。
東
側

の
壁
に
は
「
木
製
ブ
ロ
ッ
ク
タ
イ
ル
」
を

施
工
し
、「
お
も
し
ろ
さ
」
を
演
出
し
て

い
ま
す
。
天
井
に
は
新
た
に
県
産
材
の
ス

ギ
を
使
用
し
た
見
え
掛
か
り
の
梁
を
ル
ー

バ
ー
状
に
設
置
し
、
木
質
化
を
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
ま
す
。

既
設
の
家
具
類
に
ス
ギ
の
ツ
キ
板
を
張

り
合
わ
せ
、
ま
た
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
柱

に
も
同
様
に
ス
ギ
の
ツ
キ
板
を
張
り
合
わ

せ
て
い
ま
す
。

全
体
的
に
、
適
度
に
木
を
用
い
て
内
装

木
質
化
す
る
こ
と
で
、
木
の
温
か
み
が
あ

る
、
斬
新
で
落
ち
着
い
た
デ
ザ
イ
ン
に

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
を
訪
れ
る
来
賓
の
方
々
は
、
き
っ

と
こ
の
部
屋
の
居
心
地
の
良
さ
を
実
感
す

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

�

【
県
産
材
利
用
推
進
室
】

オ
ー
ス
ト
リ
ア
森
林
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
長
野
を
開
催
し
ま
す

林
業
先
進
国
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
林
業
の
取
組
や
最
先
端
の
林
業
機
械
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
関
連
機
器
を
紹
介
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

日　
　

時　

平
成
二
十
七
年
十
一
月
五
日
（
木
）
十
時
～
十
七
時

場　
　

所　

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
長
野
（
長
野
駅
善
光
寺
口
隣
接
）

内　
　

容　

�

基
調
講
演

「
専
門
化
を
通
じ
地
域
資
源
を
活
用�

経
済
全
体
を
潤
す
た
め
の
提
案
」

�

オ
ー
ス
ト
リ
ア
農
林
環
境
水
資
源
管
理
省  

マ
ル
テ
ィ
ン・ネ
ー
バ
ウ
ア
ー
氏

�「
林
業
の
成
長
産
業
化
へ
の
道
筋
」 

林
野
庁
長
官　

今
井　

敏 

氏

�

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ほ
か
ブ
レ
イ
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
展
示
商

談
会
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
開
催
予
定

参
加
費　

無
料

主　
　

催　

�

オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
使
館
商
務
部
／
長
野
県
／
長
野
県
海
外
林
業
技
術

等
導
入
促
進
協
議
会
／
長
野
県
森
林
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会

開
催
規
模　

概
ね
五
〇
〇
人

お
問
い
合
わ
せ　

長
野
県
林
務
部
信
州
の
木
活
用
課　

県
産
材
利
用
推
進
室

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
２
６
－
２
３
５
－
７
２
６
６

申
込
方
法　

�

県
産
材
利
用
推
進
室
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
電
子
申
請
も
し
く
は
申

込
書
を
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
（
送
付
先
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
２
６
－
２
３
５
－

７
３
６
４
）
に
よ
り
、県
産
材
利
用
推
進
室
ま
で
お
申
込
く
だ
さ
い
。

�
詳
細
は
Ｕ
Ｒ
Ｌ
：http://www.pref.nagano.lg.jp/mokuzai/aust

riaforum.html

を
ご
覧
く
だ
さ
い

申
込
期
限　

平
成
二
十
七
年
十
月
二
十
三
日
（
金
）
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未
利
用
木
材
生
産
シ
ス
テ
ム�

�

研
修
会
の
お
知
ら
せ

長
野
県
林
務
部
信
州
の
木
活
用
課

長
野
県
森
林
整
備
加
速
化
・
林
業
再

生
協
議
会
森
林
資
源
部
会

長
野
県
が
平
成
二
十
五
～
二
十
六
年
度
の

二
ヶ
年
を
掛
け
て
実
施
し
た
「
未
利
用
木
材

生
産
シ
ス
テ
ム
検
証
事
業
」
の
報
告
と
、
大

型
架
線
集
材
と
最
新
型
ハ
ー
ベ
ス
タ
造
材
の

作
業
シ
ス
テ
ム
稼
働
現
場
に
て
、
木
材
生
産

シ
ス
テ
ム
技
術
向
上
に
資
す
る
た
め
の
研
修

会
を
開
催
し
ま
す
。

日　
　

時　

�

平
成
二
十
七
年

十
一
月
十
一
日（
水
曜
日
） 

現
地
集
合
午
前
九
時
三
十
分

現
地
会
場　

�

横
川
国
有
林
１
０
０
１
林
班

内（
上
伊
那
郡
辰
野
町
横
川
）

室
内
会
場　

�

辰
野
パ
ー
ク
ホ
テ
ル（
上
伊
那
郡

辰
野
町
樋
口
２
３
９
６
－
２
０
）

事
前
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
申
込
先
は
、
平
成
二
十
七
年
十
一
月
六

日（
金
曜
日
）ま
で
に
、
お
近
く
の
県
地
方
事

務
所
林
務
課　

普
及
・
林
産
係
ま
で
。

主
催
：�

長
野
県

長
野
県
森
林
整
備
加
速
化
・
林
業
再

生
協
議
会（
森
林
資
源
部
会
）

共
催
：�

中
部
森
林
管
理
局

（一財
）長
野
県
林
業
労
働
財
団

後
援
：
長
野
県
林
業
団
体
協
議
会

森
と
木
に
親
し
む
専
門
教
育 

木
曽
青
峰
高
等
学
校
地
域
へ
の
取
組

木
曽
青
峰
高
校
に
は
森
林
環
境
科
と
イ
ン
テ
リ
ア
科
の
二
つ
の
専

門
科
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
森
林
と
木
材
を
活
用
す
る
専
門
教
育
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

城
山
・
演
習
林
自
然
観
察
会
を
企
画
運
営
し
て

森
林
環
境
科
で
生
徒
が
地
域
の

皆
さ
ん
と
の
交
流
を
通
じ
主
体
的

に
学
ぶ
教
育
実
践
を
行
い
た
い
と

７
年
前
よ
り
地
域
の
城
山
国
有
林

と
本
校
演
習
林
を
巡
る
自
然
観
察

会
を
開
い
て
お
り
ま
す
。
今
年
は

九
月
十
二
日（
土
）に
本
校
森
林
環

境
科
の
一
・
二
年
生
が
ガ
イ
ド
役

と
な
り
、
信
州
木
曽
看
護
専
門
学

校
二
十
二
名
と
一
般
の
皆
さ
ん
七

名
の
方
々
に
参
加
し
て
頂
き
実
施

し
ま
し
た
。

青
峰
高
生
は
授
業
で
城
山
の
歴

史
や
説
明
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
読
み

合
わ
せ
、
実
際
に
歩
い
て
リ
ハ
ー

サ
ル
を
行
い
準
備
し
て
き
ま
し

た
。
当
日
は
好
天
に
め
ぐ
ま
れ
、

旧
帝
室
林
野
局
木
曽
支
局
「
御
料

館
」
を
六
班
編
制
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
木
曽
義
仲
公
の
霊
廟
や

権
現
滝
、
福
島
城
跡
を
め
ぐ
り
新

開
キ
ャ
ン
パ
ス（
旧
木
曽
山
林
高

校
、
現
在
演
習
林
を
管
理
す
る
施

設
が
あ
り
ま
す
）を
ゴ
ー
ル
と
す

る
コ
ー
ス
を
め
ぐ
り
ま
し
た
。

途
中
で
樹
高
測
定
器
で
特
徴
あ

る
木
の
測
定
を
行
っ
た
り
、
食
害
防
止
ネ
ッ
ト
や
ぬ
た
ば（
動
物
の

ど
ろ
あ
び
場
）と
そ
の
監
視
カ
メ
ラ
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

ゴ
ー
ル
後
、
資
料
館
の
展
示
を
見
学
し
、
ち
ゃ
ん
こ
汁
を
食
べ
疲

れ
を
癒
や
し
ま
し
た
。
参
加
者
の
方
々
か
ら
は
「
い
ろ
い
ろ
な
歩
く

会
に
参
加
し
た
が
、
林
業
の
こ
と
ま
で
学
べ
た
今
回
の
会
は
と
て
も

良
か
っ
た
」
と
感
想
を
頂
き
ま
し
た
。

木
曽
の
手
仕
事
市
に
参
加
し
て

イ
ン
テ
リ
ア
科
は
旧
木
曽
山
林
高
校
木
材
工
芸
科
よ
り
出
発
し
て

お
り
、
地
元
木
材
を
使
用
し
て
木
工
品
を
製
作
し
て
、
地
域
と
の
連

携
を
深
め
、
も
の
づ
く
り
と
真
摯
に
向
き
合
え
る
人
材
の
育
成
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
本
年
、
第
八
回
木
曽
の
手
仕
事
市
が
八
月
二
十
一（
土
）～

二
十
二（
日
）の
二
日
間
に
渡
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
Ｊ
Ｒ
木

曽
福
島
駅
付
近
の
商
店
街
で
す
。
木
工
・
革
・
布
・
陶
器
・
漆
・
石
・

ガ
ラ
ス
・
金
属
な
ど
の
ク
ラ
フ
ト
作
家
が
八
十
七
、
食
品
が
五
、
学

校
関
係
は
、
協
力
団
体
と
し
て
上
松
技
術
専
門
校
・
林
業
大
学
校
・

木
曽
青
峰
高
校
が
参
加
し
ま
し
た
。

写
真
は
、あ
ら
か
じ
め
用
意
し
た
素
材
へ
、絵
付
け
や
パ
ー
ツ
を
取

り
付
け
る
作
業
中
の
も
の
で
す
。本
校
の
生
徒
が
先
生
役
で
主
に
子

供
達
に
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。素
材
は
地
元
産
木
材
の
端
材
や

ヒ
ノ
キ
の
間
伐
材
で
製
作
し
た
ペ

ン
ケ
ー
ス
や
パ
ズ
ル
な
ど
で
す
。

木
材
の
有
効
利
用
の
様
子
と
し
て

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
二
つ
の
学
科
の
取
り
組
み

等
を
も
っ
と
知
り
た
い
方
は
十
月

に
県
内
各
地
で
行
う
学
科
説
明
会

や
、二
月
二
十
日（
土
）に
本
校
で

行
い
ま
す
専
門
科
展
に
お
い
で
頂

け
た
ら
幸
い
で
す
。

素材への絵付けやパーツ取り付け

木曽義仲公の霊廟前にて権現滝にて
木曽と吉野の道具
の違いについて

ブルーメライス
樹高測定器
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� お知らせ

１．退職金利回りが0.7％から0.5％に変更されました。
２．掛金の日額は460円から470円に改定となりました。
３．旧証紙と新証紙の交換は、12月30日(金融機関営業日)までです。
４．10月からの就労分は、新証紙の貼付をお願いいたします。
５．手帳はそのままお使いいただけます。指定日数が満了しましたら更新手続きをお願いします。
　　※退職金変更新旧表

加入などのお問合せ先　一般財団法人長野県林業労働財団
（当財団では、掛金の助成を行っておりますので、ご相談ください）

〒380-0936　長野市岡田町30-16　林業センタービル４階

ホームページ　　http://www.nrinrou.com/index.php　電話 026-225-6080
　　Eメール　　ringyourou-nagano@aria.ocn.ne.jp　FAX 026-225-6557

10月１日より 林業退職金共済の制度が変わりました。
（中小企業退職金共済法施行令の一部改正のため、以下のとおり変更されました。）

掛金納付年数（月）
新 旧

退職金額（470円） 退職金額（460円）
２年（24月） 191,760 187,680
５年（60月） 482,437 473,267

１０年（120月） 990,601 978,361
１５年（180月） 1,532,323 1,508,322
２０年（240月） 2,086,030 2,059,945
２５年（300月） 2,646,528 2,630,883
３０年（360月） 3,213,179 3,208,781

フォワーダ
IHIの先進林業機械
IHI建機株式会社　甲信越営業所
〒399-8212
長野県安曇野市堀金三田4134
TEL 0263-73-1196　FAX 0263-73-1819
http://www.ihi-kenki.co.jp高速14km/h・安全設計・快適装備の国産フォワーダ　誕生
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車に保険があるように、山にも保険があるんです

11月の市売りのご案内
本部事務所（製品） 荻原事務所（原木） 坂下事務所（原木） 国有林土場等活用委託販売市売日
えびすこう謝恩市
11月21日（土）

11月18日（水） 11月11日（水）
11月26日（木）

11月10日（火）
入札物件紹介・入札結果はホームページで掲載
※�本市売は、これまでの木曽地区国有林の公売に代わるものです。

野 村 　 弘理 事 長
本部事務所：長野県木曽郡上松町正島町2-45
☎0264-52-2480　FAX0264-52-2324

荻原事務所：長野県木曽郡上松町荻原字中島1431-1　☎0264-52-2483㈹　FAX0264-52-4885
やぶ原土場：長野県木曽郡木祖村薮原844-1　　　　 ☎0264-24-0085㈹　FAX0264-24-0086
坂下事務所：岐阜県中津川市坂下133-1　　　　　　☎0573-75-3178㈹　FAX0573-75-3172

※入札参加資格・入札条件等詳細については下記へお問い合わせください。

ホームページアドレス　http://www.kisokan.com

製品市開設48周年記念市
10月24日（土）　セリ　売出し 9時　保証金10万円

組合創立60周年記念市『第31回日本美林まつり』
10月20日（火）　入札　開 札13時　保証金10万円

製 品

原 木

10月記念市のご案内

0269-38-1761
原木運搬 木くずの収集運搬

株 式 会 社  岩 船 陸 送

森林保険は、あなたの山を８種類の災害�
（火災・風害・水害・雪害・干害・凍害・噴火害・潮害）から守る�
セーフティーネットです。
　平成26年２⽉の⼤雪による被害は県全体で約
4,644万円、平成27年３⽉末に発⽣した岡⾕市の
⼭林⽕災では、被害は約8,000万円となりました。
　このような突然の災害に備えるためにも、森林保
険への加⼊をお勧めいたします。
　ご加⼊についての質問・お見積もり等は、お近くの
森林組合または森林組合連合会まで。

既にご契約済みの皆様へ
平成27年4月1日付で、森林国営保険が林野庁から森林保険センターへ移管され、被災時の保険金支払いの迅
速化などが進められました。移管時点で有効な森林国営保険の契約は、森林保険に自動的に引き継がれており、
既に契約中の方々が必要なお手続は一切ございません。
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協同組合をもっと身近なものに

長野県協同組合フェスティバル開催

９
月
13
日（
日
）、
安
曇
野
ス
イ
ス
村
サ
ン
モ
リ
ッ

ツ
に
て
、「
長
野
県
協
同
組
合
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
５（
主
催
：
長
野
県
協
同
組
合
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
５
実
行
委
員
会
、
後
援
：
長
野
県
、
安
曇
野
市
）」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
イ
ベ
ン
ト
は
長
野
県
内
に
お
け
る
協
同
組
合
間

連
携
の
一
環
と
し
て
、
組
合
員
同
士
の
交
流
や
、
協

同
組
合
の
活
動
を
県
民
の
み
な
さ
ま
に
広
く
知
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
お
り
、
晴
天
に

恵
ま
れ
た
本
年
は
２
，
５
０
０
名
を
超
え
る
多
く
の

方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
安
曇
野
市
立
堀

金
中
学
校
常
念
太
鼓
「
赤
鬼
塾
」
に
よ
る
演
奏
が
行

わ
れ
、
続
い
て
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
長
の
代

理
と
し
て
、
長
野
県
森
連
・
滝
澤
専
務
理
事
に
よ
る

主
催
者
挨
拶
の
後
、
長
野
県
県
民
文
化
部
く
ら
し
安

全
・
消
費
生
活
課
の
青
木
課
長
、
安
曇
野
市
農
林

部
・
山
田
部
長
に
よ
る
来
賓
あ
い
さ
つ
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
開
会
式
の
後
は
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
、
ス
コ
ッ
プ
三
味
線
、
堀
金
中
学
校
吹
奏
楽
部
に

よ
る
演
奏
、
空
手
の
型
の
演
武
、
信
州
大
学
男
声
合

唱
サ
ー
ク
ル
「
グ
リ
ー
」
に
よ
る
演
奏
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
協
同
組
合
の
出
展
で
は
季
節
の
果
物
や
農
産

物
、
そ
ば
や
ジ
ュ
ー
ス
、
ジ
ャ
ム
と
い
っ
た
加
工
食

品
な
ど
が
多
く
並
び
、
試
食
・
販
売
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
お
米
の
グ
ラ
ム
当
て
ク

イ
ズ
や
マ
イ
バ
ッ
グ
作
り
、
県
林
務
部
か
ら
は
マ
イ

箸
作
り
が
出
展
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
県
内
の
地
震
被
災
地
で
あ
る
栄
村
・
白
馬
村
・

小
谷
村
、
さ
ら
に
御
岳
山
の
噴
火
に
よ
る
被
害
を
受

け
た
王
滝
村
か
ら
地
場
産
品
の
販
売
ブ
ー
ス
の
出
展

も
あ
り
ま
し
た
。

森
林
組
合
関
係
で
は
、地
元
の
松
本
広
域
森
林
組

合
が
出
展
し
、干
し
シ
イ
タ
ケ
や
林
業
資
材
、ペ
レ
ッ

ト
ス
ト
ー
ブ
、そ
し
て
松
本
広
域
森
林
組
合
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
か
ま
ど
等
の
販
売
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
、
県
民
の
皆
様
に
協
同
組
合

が
さ
ら
に
身
近
な
存
在
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

主催者挨拶を行う滝澤専務理事

松本広域森林組合のブーススコップ三味線の演奏

堀金中学校による常念太鼓の演奏
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富
山
の
地
で
学
ぶ�

�

林
業
基
本
問
題
研
究
会

９
月
11
～
12
日
の
２
日
間
に
か
け
て
、
長
野
県
林

業
職
員
協
会
主
催
の
林
業
基
本
問
題
研
究
会
が
開
催

さ
れ
、
県
下
よ
り
16
名
の
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

１
日
目
の
研
修
は
、
富
山
県
富
山
市
で
行
な
わ
れ

た
全
国
森
林
組
合
職
員
連
盟
の
全
国
研
究
集
会
に
参

加
し
ま
し
た
。
基
調
講
演
で
は
「
優
良
無
花
粉
ス
ギ

『
立
山　

森
の
輝
き
』
の
開
発
に
つ
い
て
」
と
題
し
、

無
花
粉
ス
ギ
の
母
樹
の
発
見
か
ら
林
産
に
適
し
た
優

良
材
へ
の
開
発
秘
話
や
、
現
在
の
育
苗
体
制
の
問
題

点
な
ど
を
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
く
事
例
発
表
で
は
「
i
P
a
d
を
活
用
し
た
新

た
な
提
案
ス
タ
イ
ル
」、「
集
約
化
と
森
林
経
営
の
合

意
形
成
手
法
」、「
流

通
改
革
の
取
組
」
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

「
流
通
改
革
の
取

組
」
で
は
北
信
州
森

林
組
合
の
堀
澤
正
彦

氏
が
中
間
土
場
の
活

用
も
含
め
た
、
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
多
様
化
に

対
応
す
る
流
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に

対
す
る
取
組
を
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

２
日
目
の
研
修
で
は
射
水
市
に
あ
る
ウ
ッ
ド
リ
ン

ク
株
式
会
社
の
ウ
ッ
ド
リ
ン
ク
ラ
ボ
を
視
察
し
ま
し

た
。ウ

ッ
ド
リ
ン
ク
㈱
は
取
扱
原
木
を
外
材
か
ら
国
産

材
へ
転
換
し
て
い
る
製
材
業
者
で
、
中
部
・
北
陸
圏

の
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
や
ホ
ー
ム
ビ
ル
ダ
ー
に
向
け
て

積
極
的
に
国
産
材
製
品
を
供
給
し
て
お
り
、
そ
の
仕

入
先
と
し
て
長
野
県
か
ら
も
ス
ギ
材
が
供
給
さ
れ
て

い
ま
す
。

ウ
ッ
ド
リ
ン
ク
ラ
ボ
は
、
同
社
が
現
在
販
売
に
力

を
入
れ
て
い
る
「
プ
レ
ウ
ォ
ー
ル
工
法（
柱
と
柱
の

間
に
壁
材
を
組
み
込
む
工
法
）」
の
製
品
を
、
実
際

に
住
宅
の
建
築
を
検
討
し
て
い
る
ユ
ー
ザ
ー
が
耐
震

性
・
省
エ
ネ
性
・
耐
久
性
を
体
験
や
実
験
を
通
し
て
、

楽
し
み
な
が
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
各
種
工
法
に
よ
る
耐
震
実
験
の
結
果

の
比
較
や
、
使
用
さ
れ
て
い
る
材
料
の
特
徴
な
ど
を

手
に
取
り
、
肌
で
感
じ
な
が
ら
熱
心
に
視
察
を
行
な

い
ま
し
た
。

20
年
間
の
感
謝
を
寄
せ
て�

�

信
州
上
小
森
林
組
合
記
念
式
典

９
月
13
日（
日
）、
上
田
市
の
サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ
に

て
信
州
上
小
森
林
組
合
20
周
年「
記
念
式
典
」と「
感

謝
の
集
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

信
州
上
小
森
林
組
合
は
今
年
8
月
1
日
に
発
足
20

周
年
を
迎
え
、
組
合
員
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の

方
々
に
感
謝
を
込
め
て
本
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

当
日
は
1
，
5
0
0
席
余
り
あ
る
ホ
ー
ル
が
満
員

と
な
る
ほ
ど
の
盛
況
で
し
た
。

開
会
の
言
葉
を
母
袋
創
一
副
組
合
長
よ
り
、
挨
拶

を
倉
沢
明
人
組
合
長
よ
り
行
わ
れ
、
組
合
の
発
展
の

ご
助
力
い
た
だ
い
た
方
へ
の
感
謝
状
の
贈
呈
が
倉
沢

組
合
長
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
は
各
来
賓
よ
り
の
祝
辞
と
な
り
、
長
野
県

林
務
部
・
塩
原
豊
部
長
、
中
部
森
林
管
理
局
・
桂
川

裕
樹
局
長
、
長
野
県
森
連
・
藤
原
忠
彦
会
長
、
長
野

県
議
会
議
員
・
平
野
成
基
氏
等
の
方
々
か
ら
祝
辞
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

式
典
閉
会
の
言
葉
が
羽
田
健
一
郎
筆
頭
常
任
理
事

よ
り
述
べ
ら
れ
、「
記

念
式
典
」
が
終
了
し

ま
し
た
。

記
念
式
典
後
は

「
感
謝
の
集
い
」
歌

謡
コ
ン
サ
ー
ト
が
開

催
さ
れ
、
多
く
の
ゲ

ス
ト
お
迎
え
し
て
盛

大
に
行
わ
れ
、
大
盛

況
の
う
ち
に
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。

倉沢組合長による開会のあいさつ

北信州森林組合　堀澤氏による発表
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長野県の木材市況

６ｍ直材通し柱材に人気。

並材も活発な動きあり。

広葉樹の太物に高値人気

中目直材引き合いあり

出品願います

需要期に入り活発な動

きあり

４ｍ中目材に人気


